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留
嗅
だ
な
鮎
に
お
い
て
’
内
容
｛
の
賎
選
さ
れ
。
て
ゐ
る
鮎
に
お
い
て
第
‘

等
の
貴
重
な
る
資
料
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
か
ら
う
。
中
Ｐ
-
r
Ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

皇
侃
の
論
語
義
疏
。
成
玄
英
作
老
予
開
題
、
郭
瑛
心
爾
雅
佳
晋
一
七
三

五
読
の
部
分
な
ど
偉
先
生
の
１
　
査
の
際
、
始
め
て
頒
見
確
認
さ
れ
た
も

‘
の
な
の
で
あ
る
。
王
重
民
氏
の
「
巴
黎
敦
煌
残
ｍ
斂
録
第
一
輯
」
逼
『
一

に
は
、
こ
め
論
語
義
疏
の
こ
と
を
述
べ
て

Ｊ
れ
が
久
七
か
ら
ず
’
神
田
氏

に
よ
っ
て
影
印
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
記
し
て
ゐ
る
。
、

　

内
容
の
‘
紹
介
の
ご
と
き
到
底
私
の
な
し
う
る
ひ
こ
ろ
で
。
ほ
々
く
、
い

　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　

ｒ

　
　
　
　
　

４

ま
こ
こ
に
は
本
書
問
行
の
来
歴
を
詔
介
す
る
に
止
め
る
。
た
だ
本
書
の

わ
が
國
に
渡
来
す
る
こ
と
匹
‐
お
そ
ら
・
く
少
い
で
あ
ら
う
こ
と
を
遺
憾
と

ナ
な
も
の
・
で
あ
る
。
思
へ
ば
中
國
か
ら
ブ
ラ
ｙ
ス
に
渡
勿
、
そ
れ
が
日

本
人
に
よ
っ
て
撮
影
さ
’
れ
、
つ
ひ
に
ま
た
中
國
人
の
手
に
よ
り
て
刊
行

さ
れ
る
と
い
ふ
。
数
奇
な
運
命
に
も
て
あ
そ
ば
れ
＆
敦
煌
の
遺
書
で
は

あ
る
。
敦
煌
遺
書
護
見
五
十
年
心
紀
念
于
べ
き
年
頭
忙
雷
っ
て
ｔ
。
の
一

文
を
草
し
え
た
こ
と
を
喜
ぶ
。
一
二
四
・
‘
・
一
五
＼
〔
日
比
野
丈
夫
〕

江
上
波
夫
著

　

゛

　
　

ユ
ウ
ー
で
ア
古
代
北
方
文
化

　
　
　
　
　

昭
和
二
十
三
年
八
月

　
　
　
　

・
Ａ
５
則
’
四
○
二
頁

　
　

‘
京
都
、
仝
國
書
房
刊

圖
版
三
四
葉

　

價
三
五
〇
圖

　

城
廓
都
市
を
中
心
に
華
か
な
る
物
質
文
明
を
頒
展
せ
し
め
し
南
方
農

耕
定
着
民
族
と
草
原
荒
野
を
舞
毫
に
諏
筝
的
な
る
集
團
の
力
を
頒
揮
せ

し
北
方
遊
牧
民
族
が
抗
争
す
る
こ
と
に
よ
り
、
梢
―
屯
す
れ
ば
停
滞
に

陥
ら
む
と
す
る
夫
々
の
固
有
祀
會
が
相
互
に
刺
戟
を
蒙
り
て
漫
展
す
る

～
て
ぶ
女
醍
吸
薦
ぐ
十
雑
世
紀
イ
ス
ハ
ラ
ム
の
嘸
史
家
イ
タ
ｙ
・
パ
ル
ト

　

ウ
ー
ｙ
に
よ
り
’
北
ア
フ
リ
カ
の
諸
良
策
に
就
き
示
唆
せ
ら
る
る
と
こ

　

ろ
あ
り
、
故
白
鳥
庫
吉
博
士
は
、
ﾕ
ｰ
■
I
M
フ
ｉ
v
ヤ
大
陸
に
跨
る
ｔ
７
　
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　
　
　

ｆ

　

ダ
ル
タ
イ
語
系
諸
眠
族
全
般
に
亙
る
包
括
的
研
究
の
絲
聊
と
し
で
、
東

　

洋
史
の
装
展
の
外
的
契
機
の
こ
。
こ
に
在
る
を
提
唱
せ
ら
れ
た
り
。
本
書

　

は
、
博
士
の
高
弟
に
し
Ｉ
で
牛
生
を
匈
奴
史
研
究
に
軋
げ
ら
れ
し
江
上
教

　

授
が
、
雄
大
な
る
史
顕
の
下
に
、
博
士
の
所
論
を
更
に
綿
密
。
に
分
析
し
、

　

そ
の
方
法
論
上
の
峡
を
補
ひ
て
一
歩
を
進
め
ら
れ
し
、
諸
論
文
を
緬
・
め
、
。

　

ユ
ウ
ラ
シ
ヤ
古
代
北
方
文
化
史
研
究
の
導
標
を
打
樹
て
ら
れ
し
も
０
な

　
　

爾
来
、
北
方
民
族
の
文
化
は
、
唯
南
方
諸
民
族
に
顧
著
な
る
影
響
を

　

具
へ
し
場
合
に
の
み
そ
の
。
價
値
を
聘
め
ら
れ
、
研
究
の
對
象
と
せ
ら
る

　

る
も
、
爾
脆
の
場
合
に
は
問
題
の
外
に
置
か
れ
、
華
か
な
か
對
外
装
I
S

。
の
場
合
。
に
、
一
時
的
に
急
速
に
文
化
の
進
展
見
ら
る
る
も
、
之
を
過
ぐ

　

れ
ば
、
再
び
元
の
低
文
化
の
生
活
に
澗
元
し
そ
の
文
化
停
滞
す
、
と
？

　

史
観
が
支
配
的
な
り
き
。
本
来
そ
れ
自
控
の
み
に
て
装
展
せ
る
文
化
の

如
き
は
存
在
し
得
ず
。
必
然
的
な
る
内
部
よ
り
の
頒
展
の
契
機
と
、
可

能
的
な
る
外
部
よ
り
の
頒
展
の
契
機
が
存
し
、
之
を
結
合
す
る
に
、
偶

然
の
機
あ
り
て
、
。
始
め
で
歴
史
的
事
件
生
ず
る
な
り
　
０
本
来
、
不
和
な

る
純
遊
牧
生
活
を
巣
め
る
匈
奴
が
、
四
方
ア
ー
ル
ヤ
系
諸
族
の
鋳
銅
技

術
と
青
銅
武
器
を
受
容
す
る
と
共
に
、
好
脹
的
な
る
騎
馬
民
族
と
化
し
、

華
夏
民
族
と
季
ふ
に
至
り
し
如
き
（
九
－
十
三
頁
）
ヅ
又
全
感
期
の
匈

奴
の
軍
縁
が
、
翠
于
の
總
帥
下
に
、
軍
備
を
察
備
し
、
軍
制
の
一
部
に
。

於
て
、
封
建
制
を
採
用
せ
し
は
、
漢
の
降
将
を
通
し
、
中
國
の
制
に
倣
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ひ
し
に
よ
る
如
き
（
二
Ｉ
Ｉ
二
二
頁
）
、
そ
の
仮
託
に
は
、
夫
々
西
方

5
0

　
　

及
び
南
方
の
先
進
文
化
民
族
の
影
響
を
無
覗
し
て
は
考
へ
得
ら
れ
ず
、

　
　
　

之
等
異
種
の
文
化
と
の
接
鵠
の
時
を
以
て
。
自
己
な
ら
ざ
る
他
民
族
に

　
　
　

接
し
、
始
め
て
民
族
的
文
化
的
自
畳
を
得
た
る
な
れ
ば
、
對
外
護
展
の

　
　
　

場
合
に
の
み
そ
の
價
値
見
出
さ
る
と
の
、
右
の
見
解
は
、
こ
の
鮎
に
て

　
　
　

正
し
き
も
、
之
等
外
部
よ
り
刺
戟
を
受
容
し
仮
展
せ
し
む
べ
き
、
内
部

　
　
　

に
於
る
仮
展
の
契
機
を
考
ふ
る
と
き
は
、
古
代
よ
り
一
貫
し
て
仮
展
し

　
　
　

来
り
し
、
北
方
民
族
の
文
化
の
慕
調
を
通
同
し
認
識
ず
る
の
必
須
な
る

　
　
　

を
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

　
　
　
　

著
者
は
、
従
来
漠
然
た
る
概
念
を
以
て
使
用
せ
ら
れ
来
り
し
、
北
方

　
　
　

民
族
に
開
す
る
用
語
を
、
綿
密
に
分
析
し
、
時
代
的
地
域
的
に
相
違
あ

　
　
　

る
を
詔
め
、
或
る
も
の
に
就
き
て
は
、
仮
展
段
階
を
認
め
、
そ
の
流
れ

　
　
　

の
内
に
於
て
･
　
ｓ
奴
の
文
化
史
的
價
値
を
把
握
せ
む
と
試
み
■
_
)
-
＃
の
の

　
　
　

如
し
、

　
　
　
　

例
之
せ
ば
、
古
来
、
北
方
諸
民
族
に
共
通
に
し
て
、
一
見
時
代
に
依

　
　
　

り
仮
展
な
き
如
く
見
ゆ
る
、
「
移
動
的
住
居
」
に
も
、
時
代
に
よ
り
そ

　
　
　

の
構
造
に
相
違
あ
り
、
謐
減
の
跡
見
ら
る
る
を
、
多
く
の
例
に
就
き
て

　
　
　

分
類
例
示
し
、
匈
奴
の
そ
れ
が
、
最
も
早
き
時
代
の
型
式
（
居
室
部
と

　
　
　

車
部
が
固
着
し
あ
る
も
の
）
に
腸
す
べ
き
椅
論
ぜ
し
如
き
（
四
一
よ

　
　
　

八
頁
・
）
、
休
屠
王
の
金
人
を
論
ず
る
に
常
り
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
於
る

　
　
　

姉
婿
の
憑
依
物
に
も
、
三
つ
の
仮
展
段
階
を
認
め
し
如
き
（
二
六
四
１
‐

　
　
　

一
天
八
頁
）
・
、
シ
″
了
一
ズ
ム
の
世
界
顛
を
分
析
し
て
、
三
つ
の
世
界

　
　
　

に
分
ち
、
匈
奴
の
内
に
、
之
に
萬
さ
ざ
る
異
分
子
を
認
め
、
こ
こ
に
中

　
　
　

國
の
祭
祀
の
影
響
を
指
摘
せ
し
如
き
へ
二
五
三
丿
二
五
七
頁
）
、
ブ
北
秋

と
汎
柵
せ
ら
れ
し
、
蒙
古
高
原
よ
り
長
城
地
域
に
亙
り
住
居
せ
る
、
古

代
北
方
民
族
を
細
分
し
て
、
（
一
）
純
遊
牧
生
活
を
警
め
る
素
朴
貧
困
に

し
て
し
か
も
平
和
な
る
原
始
遊
牧
民
族
、
と
（
二
）
彼
等
と
南
方
農
耕
民

と
の
中
間
地
梢
に
位
置
し
農
耕
を
主
と
し
牧
畜
を
従
と
せ
る
定
着
民
、

と
な
し
、
西
方
ア
ー
ル
ヤ
系
の
金
高
文
化
は
、
後
者
の
仲
介
に
よ
り
前

者
に
傅
へ
ら
れ
た
り
、
と
説
け
る
如
き
（
四
－
一
三
頁
ｒ
な
｡
£
＞
。

　

而
し
て
、
匈
奴
の
如
き
、
ユ
ウ
ラ
シ
ヤ
大
陸
全
般
に
亙
り
て
活
躍
せ

る
民
族
に
於
て
は
、
唯
に
南
北
の
交
渉
の
み
を
以
て
し
て
は
、
そ
の
特

性
を
把
握
し
得
ず
、
常
に
ユ
ウ
ラ
シ
ヤ
大
陸
全
欧
に
互
る
文
化
交
流
民

旅
移
動
の
一
端
と
し
て
考
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

　

著
者
は
、
所
謂
「
緩
遠
式
青
銅
器
」
を
以
て
代
表
せ
ら
る
る
、
匈
奴

の
金
鳥
文
化
を
、
西
紀
前
五
世
紀
乃
至
三
世
紀
の
間
に
、
｀
ウ
ラ
シ
ヤ

大
陸
に
亙
り
弘
く
分
布
せ
し
、
ス
キ
タ
イ
文
化
の
、
東
方
仙
流
傅
せ
し

一
支
流
な
る
を
論
じ
、
又
匈
奴
の
中
國
侵
掠
へ
の
活
動
開
始
を
、
該
金

扇
文
化
の
受
容
に
よ
り
新
た
に
奘
備
せ
ら
れ
し
、
西
は
東
部
ロ
シ
ヤ
よ

り
東
は
長
城
地
帯
に
至
る
亜
欧
全
乾
燥
地
梢
遊
牧
民
の
。
南
方
に
向
ひ

て
の
一
大
攻
勢
の
一
環
と
し
て
解
諏
し
、
之
が
論
篠
と
し
て
、
綿
密
な

る
考
護
を
以
て
せ
り
。
即
ち
、
漢
文
化
の
呉
へ
し
影
響
の
深
刻
な
り
し

を
、
彼
等
の
日
常
生
活
の
大
宗
た
る
飲
食
と
祭
祀
に
就
き
て
論
澄
し

　

（
漢
民
族
と
の
接
鯛
と
共
に
穀
食
の
風
に
な
じ
み
て
漢
地
に
定
着
す
る

ｕ
至
り
し
も
の
あ
り
、
又
従
来
の
タ
″
Ｉ
マ
「
ス
ム
神
観
よ
り
、
中
國

の
傅
統
に
倣
ひ
て
そ
の
駆
先
を
祭
祀
の
最
恚
重
要
な
る
對
象
と
な
す
に

至
れ
り
」
･

　

物
資
に
患
ま
れ
ず
、
従
ひ
亡
物
質
に
支
配
さ
る
る
こ
と
大

な
る
と
共
に
、
不
可
親
友
・
４
萬
鴛
に
對
す
る
畏
敬
の
念
に
支
配
さ
る
る
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こ
と
大
息
吝
彼
等
北
が
民
腕
‐
に
七
り
て
ブ
主
食
並
に
祭
祀
の
腱
化
は
、

モ
９
町
ぎ
生
活
ｍ
に
世
界
醍
ｓ
観
抵
を
動
揺
ぞ
し
め
し
。
を
指
摘
す
る
こ
と

同
時
に
、
。
西
方
文
化
の
影
響
の
・
賞
例
。
と
し
て
。
彼
等
が
遜
く
も
職
國
時

代
に
、
。
ザ
ル
シ
ャ
・
ろ
キ
タ
イ
式
短
剣
即
ち
「
ア
キ
ナ
ヶ
ス
」
、
ス
キ

ト
ー
シ
ベ
リ
ャ
文
化
の
系
統
を
引
け
る
獣
文
様
の
椿
鈎
即
ち
「
師
比
」

の
如
き
新
鋭
武
器
を
、
又
ユ
ウ
ラ
シ
ャ
大
陸
に
普
く
行
は
れ
し
獣
皮
も

で
製
せ
ら
れ
し
皮
袋
を
原
初
形
態
と
せ
る
「
服
匿
」
な
る
器
物
、
或
鴎

　
　
　
　
　

‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　

泰

西
亜
北
方
原
産
の
ア
リ
ア
ｙ
馬
た
る
「
駄
腱
」
を
東
方
に
貸
し
て
之
を

中
國
に
傅
へ
、
そ
の
文
化
の
護
展
に
少
か
ら
ぬ
貢
献
を
霜
せ
し
を
、
考

古
學
的
唯
物
と
文
献
上
の
賓
例
に
櫨
り
て
詳
細
に
論
澄
せ
ら
れ
た
り
。

　

古
代
吐
會
考
察
の
’
困
難
な
る
、
比
較
的
史
料
豊
富
な
る
定
着
農
耕
諸

民
族
に
於
て
倚
ほ
然
り
、
文
字
を
有
せ
ず
自
ら
の
歴
史
を
記
述
す
る
こ

と
な
か
り
し
古
代
北
方
民
族
に
於
て
、
そ
の
至
難
な
る
こ
と
言
を
侯
た

ず
。
こ
の
鋏
を
補
ふ
も
０
　
と
し
て
、
（
一
）
彼
等
古
代
北
方
諸
民
族
自
睦

の
遺
物
。
（
二
）
同
時
代
の
中
國
文
献
中
に
含
ま
る
る
彼
等
に
闘
す
る
記

鉄
。
（
三
）
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
類
似
の
生
活
を
警
め
る
北
方
諸
民
族

に
闘
十
る
一
般
記
録
盤
に
賓
態
あ
り
「
（
一
）
は
彼
等
の
直
接
遺
せ
し
事

物
な
る
酷
に
て
そ
の
價
値
大
な
る
も
、
考
古
學
的
年
代
を
裏
付
く
る
文

献
上
の
徴
鐙
を
必
要
と
し
、
（
二
）
と
相
補
ひ
て
始
め
て
そ
の
價
値
を
見

出
す
な
り
。
（
二
）
は
異
種
民
族
に
對
す
る
常
代
中
國
人
の
浹
傅
、
偏

見
、
更
に
編
纂
の
際
に
於
る
別
系
統
の
所
傅
混
淆
、
緩
入
等
を
鼓
重
に

識
別
才
・
の
要
あ
り
。
之
等
（
一
）
（
二
）
の
補
助
史
料
と
し
て
（
三
）
が
そ

の
價
値
を
有
せ
る
丸
種
族
的
相
違
・
年
代
的
饉
展
を
考
慮
に
入
れ
ざ

る
べ
が
ら
ざ
る
を
以
て
、
史
料
と
し
て
前
二
者
と
等
價
値
に
取
扱
ふ
を

　

得
ず
。

　
　

著
者
は
、
之
等
三
種
の
史
料
の
有
せ
る
夫
４
『
の
價
値
を
辨
別
し
、
桐

‘
互
に
そ
の
峡
を
・
相
補
は
。
し
め
■
　
ａ
ｆ
て
所
誕
の
諭
捷
と
し
て
の
萬
全
を
期

　

し
た
り
。
更
に
。
廣
般
な
る
ユ
？
フ
シ
ヤ
大
陸
全
般
に
亙
る
夥
し
き
考

　

古
學
的
漬
物
の
出
土
よ
り
房
納
せ
ら
る
る
考
古
學
上
の
成
果
を
出
頒
鮎

　

と
せ
る
、
雄
大
な
る
東
西
文
化
交
流
の
史
観
も
て
、
之
等
の
史
料
と
し

　

て
の
鋏
陥
を
補
ひ
て
安
常
魅
を
失
は
し
め
ず
○
｀

　
　
　
　
　

『

　

’

　
　

即
ち
、
考
古
學
的
漬
物
に
就
き
て
は
ブ
ノ
イ
ｙ
・
ウ
ラ
出
土
の
、
王

　

莽
よ
り
匈
奴
に
雁
り
し
、
「
新
」
ゐ
銘
鮮
あ
る
繍
の
製
作
年
代
を
、
こ

　

の
一
字
よ
り
、
始
建
國
元
年
の
も
の
と
認
定
せ
し
如
く
（
三
〇
〇
―
三

　

〇
四
頁
）
、
歴
史
的
年
代
の
裏
付
け
を
以
て
そ
の
飲
を
補
ひ
、
Ｈ
＾
＊
-
>
く

　

し
て
・
簡
な
る
中
國
側
所
傅
に
就
き
て
は
、
史
記
匈
奴
傅
の
「
祭
其
先
天

　

地
鬼
神
」
の
「
其
先
」
即
ち
、
「
匈
奴
の
祀
先
辻
が
、
「
天
地
鬼
紳
」
即

　

ち
「
シ
ャ
ー
ご
Ｉ
ズ
ム
祁
間
に
於
る
三
世
界
の
祁
這
」
の
上
位
に
置
か

　

れ
あ
る
鮎
に
、
宗
廟
中
心
の
中
國
儀
嶮
の
影
響
を
指
摘
せ
し
如
く
（
二

　

五
三
―
二
五
七
頁
）
、
一
字
一
句
を
綿
密
に
精
読
す
る
こ
と
に
よ
り
。

　

従
来
の
史
家
の
不
用
意
に
見
落
せ
し
史
料
と
し
て
の
價
値
を
見
出
せ
り
。

　

更
に
、
彼
等
が
綬
遠
青
銅
文
北
の
構
成
者
と
し
て
、
銅
像
製
作
の
能
力

　

あ
り
し
こ
と
、
考
古
學
的
漬
物
の
上
よ
り
授
せ
ら
る
る
よ
り
し
て
、
所

　

謂
休
屠
王
祭
天
金
人
を
外
國
製
な
り
と
せ
し
従
来
の
學
説
の
根
櫨
な
き

　

を
論
破
せ
し
如
き
（
二
六
〇
－
二
六
七
頁
）
、
右
の
史
醍
を
侯
ち
て
、

　

始
め
て
史
料
の
峡
を
補
ひ
得
た
り
し
一
例
な
り
。

　
　

‐
ヽ

　

而
し
て
、
著
者
の
方
法
諭
蚊
び
に
史
観
の
、
最
も
綜
合
的
に
頒
揮
せ

　

ら
れ
し
は
、
本
書
の
結
論
と
し
て
重
覗
さ
る
べ
き
「
匈
奴
・
フ
ソ
同
族
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０

　
　

論
」
一
篇
な
り
。
こ
は
西
方
並
び
に
北
方
系
金
裔
文
化
の
東
漸
と
漢
代

5
1

　
　

中
閥
文
物
心
西
漸
巧
ア
ル
タ
イ
南
・
北
二
大
交
通
路
に
由
り
行
は
れ

　
　
　

し
こ
と
、
考
占
學
的
遺
物
の
出
土
に
よ
り
跡
づ
け
ら
れ
、
之
が
傅
播
者

　
　
　

と
し
て
の
匈
奴
の
役
割
が
電
観
せ
ら
る
る
に
至
り
、
回
羅
馬
帝
國
を
崩

　
　
　

壌
せ
し
め
西
洋
中
世
を
開
幕
せ
し
め
し
民
族
大
移
動
の
要
閃
た
る
フ
ゾ

　
　
　

の
出
現
と
、
後
漢
中
葉
漢
軍
の
大
遠
征
を
蒙
し
て
回
護
せ
し
匈
奴
を
、

　
　
　

同
一
民
族
な
り
と
論
噺
せ
し
も
の
な
り
。

　
　
　
　

即
ち
t
*
Ｉ
ギ
ー
こ
に
始
る
匈
奴
・
フ
ｙ
同
族
論
と
ク
ラ
プ
ロ
ー

　
　
　

ト
に
始
る
非
同
族
論
の
夫
々
の
主
張
の
要
鮎
を
紹
介
し
て
之
に
批
判
を

　
　
　

加
へ
、
最
も
電
要
な
る
根
本
史
料
た
る
’
魏
書
西
域
傅
粟
特
國
の
條
が
、

　
　
　

資
は
*

ｔ
o
J
特
（
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
－
ｒ
奄
蔡
（
ク
リ
ミ
ヤ
牛
島
の
ス
グ
ダ

　
　
　

ク
）
二
國
の
記
事
の
混
淆
し
あ
る
を
、
非
同
族
論
者
が
明
截
し
得
ず
、

　
　
　

之
を
早
特
こ

　
　
　

白
鳥
博
士
の
文
献
批
判
を
推
し
進
め
、
そ
こ
に
見
ゆ
る
匈
奴
の
奄
蔡
征

　
　
　

服
は
、
回
史
に
見
ゆ
る
フ
ゾ
の
ア
ラ
ｙ
征
服
を
謂
へ
る
唯
一
無
一
石
貴

　
　
　

市
な
る
史
料
に
他
な
ら
ず
、
爾
者
の
同
一
民
族
に
他
な
ら
ざ
る
を
強
調

　
　
　

せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奏

　
　
　
　

而
し
て
、
こ
の
文
献
上
よ
り
せ
る
考
察
を
有
力
に
支
持
ず
る
も
の
と

　
　
　

し
て
、
近
時
の
考
古
學
的
偏
見
及
び
そ
の
研
究
の
結
果
を
掲
げ
た

‘り
。

　
　
　

即
ち
、
北
顎
に
於
て
匈
奴
が
使
用
せ
し
こ
’
と
文
献
健
び
に
遺
物
に
よ
り

　
　
　

浚
せ
ら
る
る
、
玉
具
剣
・
漢
式
弓
・
漠
鏡
と
そ
の
彷
製
鏡
・
漢
絹
Ｉ
び

　
　
　

に
匈
奴
式
銅
鎖
等
の
文
物
が
、
彼
等
の
西
方
移
動
路
に
沿
ひ
て
見
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

÷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７

　

゛

　

Ｉ

　
　

‘
一

　
　
　

’
曳
就
中
つ
ｘ
．
の
主
嬰
根
櫨
地
た
り
し
ダ
オ
ル
ガ
下
流
成
よ
り
蕎
車
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

Ｉ

　
　

Ｉ

　
　

Ｉ

　
　
　
　

≫
　
-｡
"

■

　
　
　

肥
装
見
さ
れ
、
そ
の
遺
物
の
推
定
ｔ
代
･
＾
－
｡
中
國
側
班
斜
に
ｌ
’
る
旬
奴

の
該
地
域
を
支
配
せ
し
年
代
に
相
鳳
じ
。
更
に
北
カ
ウ
カ
サ
ス
ー
ク
リ

ミ
ヤ
ー
ハ
ソ
ガ
リ
ー
等
フ
ｙ
の
欣
洲
活
躍
時
代
の
要
地
よ
り
之
等
遺
物

を
出
ず
等
、
す
べ
て
ユ
ウ
ラ
シ
ヤ
の
廣
大
な
る
領
域
に
亙
る
匈
奴
の
大

移
動
と
、
そ
が
欧
洲
に
フ
ｙ
と
な
り
て
出
現
せ
り
、
て
ふ
匈
奴
フ
ソ
同

族
論
を
確
官
に
裏
書
す
る
も
の
な
る
を
論
ぜ
り
。

　

比
較
考
古
學
に
よ
る
傍
澄
を
以
て
。
爾
地
民
族
の
同
一
を
誕
く
方
法

論
の
訣
陥
は
、
唯
華
に
類
似
の
遺
物
の
出
土
を
以
て
、
直
ち
に
両
者
の

一
致
を
撹
く
鮎
な
り
。
即
ち
、
僅
め
既
定
の
史
順
に
ｗ
.
き
、
一
面
的
に

之
が
傍
誼
を
廣
般
な
る
類
似
出
土
品
中
に
求
む
る
こ
と
に
在
り
。

　

著
者
は
こ
の
鮎
極
め
て
惧
重
に
し
て
、
之
を
補
ふ
に
歴
史
的
年
代
順

の
一
致
を
以
て
せ
し
こ
と
、
例
之
せ
ば
、
ヅ
オ
ル
ガ
下
流
域
及
び
ク
リ

ミ
ヤ
の
ケ
ル
チ
地
方
よ
り
多
斂
出
土
せ
る
漢
代
中
國
製
品
と
認
め
ら
る

る
玉
具
個
の
玉
吻
が
、
そ
の
件
出
遺
物
よ
り
し
て
西
暦
三
・
四
世
紀
の

副
葬
と
想
定
さ
る
ゐ
を
以
て
、
そ
が
中
國
よ
り
贋
さ
れ
、
露
問
蓉
に
於

て
副
葬
さ
る
る
迄
に
、
一
・
二
世
紀
の
珍
重
傅
世
の
時
期
あ
り
し
を
認

め
ざ
る
べ
か
ら
ず
（
玉
器
自
睦
の
磨
滅
せ
る
状
態
よ
り
も
窺
ひ
得
）
、

而
し
て
こ
の
Ｉ
・
二
世
紀
の
傷
世
の
期
間
こ
そ
。
正
し
く
匈
奴
西
蓬
の

時
期
に
該
常
し
、
そ
が
匈
奴
に
よ
り
西
方
に
胃
さ
れ
し
も
の
と
認
め
し

如
き
（
三
七
四
頁
）
、
そ
の
一
例
な
り
・
。
同
様
の
こ
と
は
’
、
爾
諭
の
漢

鏡
・
傾
絹
・
匈
奴
式
銅
鎖
等
に
就
ぎ
て
も
撹
せ
ら
れ
あ
り
。

　

要
之
に
、
従
来
、
文
献
的
史
料
乏
し
ぎ
を
以
て
、
最
も
そ
の
解
明
が

困
難
な
り
。
し
北
方
幾
農
の
古
代
文
化
簡
明
の
緒
が
本
書
に
よ
り
呉
へ
ヽ
ら

　
　
　
　
　

Ｉ

　

Ｉ

　

１

　

４

　

一

　
　
　

一

　
　

一

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　

Ｉ

れ
た
る
に
べ
之
が
解
明
啓
農
耕
定
注
民
族
の
古
代
史
解
明
に
も
、

大
な
る
鵠
ｔ
Ｆ
輿
ふ
。
べ
く
、
。
そ
の
研
究
Ｑ
鋳
来
が
期
待
せ
ら
る
る
な
‘
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家
逐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酋
薔
葦
庸
爾
懲

　
　

婦
辱
要
一
本
命
～
雀
斑
雌
ｉ
著

昭
和
。
ニ
ナ
三
献
こ
Ｉ
↓
茸
・
賞
業
之
町
本
匯
曹

Ａ
５
版

　
　

三
〇
六
頁

　

う
。
價
一
〇
〇
圓

「
後
荘
資
米
偏
１
　
　
と
言
あ
れ
ゐ
と
何
か
人
を
戸
幕
い
さ
せ
る
よ
う
首

　
　

資
本
は
「
銀
行
費
本
当
銭
荘
費
本
と
そ
し
て
其
等
を
僣
約
寸
彙
の
恵

鸚
ぼ
で
あ
る
が
’
＋
１
　
年
の
長
き
に
亘
っ
ｒ
中
國
に
住
み
ノ
阜
國
’
勇
気

　
　

想
・
の
三
要
素
」
（
二
頁
）
か
ら
成
Ｉ
立
ち
、
此
の
「
幇
」
の
思
想
が
財
閥

犬
顧
行
寥
に
ｔ
せ
ら
れ
こ
、
「
を
帷
怪
を
な
此
匯
濁
緊
琵
融
機
構

　
　
　

こ
う
形
Ｉ
に
ょ
っ
晨
現
丿
居
此
の
國
濁
特
の
謳
資
凛
組
織

匹
［
端
を
知
っ
芒
と
言
わ
れ
る
著
者
が
べ
覆
■
<
ｆ
Ｑ
ｌ
瞼
に
っ
れ
て
’
・

　
　
　

せ
。
ら
れ
で
ぃ
る
と
言
お
れ
ｒ
い
る
。
モ
し
で
こ
Ｉ
い
っ
た
無
釜
融
資

中
國
脛
膏
の
禰
し
１
　
す
神
秘
性
」
三
に
っ
よ
イ
心
惹
か
九
ｙ
「
其
謎
合
解

　
　

「
本
丿
本
質
の
上
に
、
・
外
的
な
帝
國
主
満
勢
力
が
加
わ
っ
。
万
中
國
金
融

く
事
１

　

　
（
址
上
序
文
）
に
い
Ｉ
た
く
具
朱
意
ぞ
を
。
錬
遡
衆
本
の
降
題
を

　
　

バ
資
本
心
封
建
的
性
格
’
・
三
買
辨
的
惨
格
・
奈
生
産
的
性
箱
及
び
政
治
的
性

大
き
く
取
り
上
ぼ
程
れ
ご
更
に
中
國
名
済
ヽ
刄
激
し
い
１
　
４
　
の
さ
冲
に
か

　
　

格
～
Ｊ
も
孝
封
建
性
ぶ
結
果
し
辻
い
る
の
で
あ
ｓ
と
世
ら
れ
る
。
換
言

公
融
資
本
の
取
こ
姿
態
丿
牝
ｙ
國
呉
會
紅
脛
済
的
混
ミ
ム
。

　

争
れ
ぽ
そ
の
賓
睦
ヤ
「
共
Ｊ
一
利
曹
爛
弧
に
於
け
石
絶
對
的
相
鷺
頼
」

弓
現
覚
拡
於
い
て
省
み
ら
れ
つ
つ
成
っ
だ
の
が
本
書
で
あ
る
と
い
う
事

に
先
づ
注
意
し
て
お
こ
う
．
わ
た
し
ぼ
著
者
香
川
峻
一
郎
氏
に
っ
い
．
て

は
、
こ
れ
以
上
殆
ど
何
ら
の
僅
備
知
識
も
持
ち
合
わ
せ
な
Ｉ
い
、
の
で
あ
ち

が
、
氏
の
言
わ
れ
る
「
中
國
経
済
の
聊
秘
性
サ
或
い
・
に
中
國
祀
會
の

「
謎
的
性
色
と
い
う
も
の
採
、
豚
謂
中
國
此
會
の
近
代
化
．
の
問
題
．
’

延
い
て
東
洋
的
社
會
め
開
題
と
も
深
く
開
聯
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
．
、
・

こ
う
い
っ
た
鮎
を
め
ぐ
っ
て
本
書
に
つ
い
て
紹
介
じ
て
見
度
い
と
思
う
．

　

本
書
は
第
一
章
中
華
民
國
金
融
資
本
の
展
塑
、
第
二
章
中
國
金
馳
資

本
の
性
格
、
第
三
章
銭
荘
と
財
閥
、
第
四
章
財
閥
と
．
國
民
政
府
、
』
第
五

章
北
四
行
系
財
閥
の
全
貌
の
五
章
か
ら
成
る
０
　
～

幇
の
１
　
１
　
ど
の
醸
し
出
す
鸞
め
で
復
囃
な
名
紳
秘
性
に
｀
あ
る
」
（
三
頁
）

と
せ
ら
れ
。
そ
々
聯
秘
的
姿
態
こ
表
現
と
し
て
、
所
謂
中
國
金
遍
茸

本
ｆ
Ｉ
鋳
荘
資
本
が
倫
ぜ
ら
れ
。
て
ヤ

、

　

』
｀

　

ｒ

　
　

９

　
　

’
・

　

’
‘
ｙ
″
『

　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　

”
’

資
本
は
「
銀
行
費
本
ど
銭
荘
贅
本
と
そ
し
て
其
等
を
制
約
す
み
幇
の
恵

で
あ
る
と
こ
ろ
の
Ｉ
「
中
國
民
族
比
會
五
千
年
の
傅
統
的
文
化
を
有
す
る

１
　
民
放
の
傅
統
的
性
格
」
と
い
い
こ
「
旅
し
て
欧
米
化
す
る
こ
と
の
な

‘
い
」
ど
ご
ろ
の
「
中
國
延
族
雁
に
不
栽
’
の
東
洋
的
性
格
」
と
い
い
、
ま

た
三
「
過
去
の
遺
風
と
嘲
笑
さ
れ
二

種
0
1
封
建
的
性
格
」
ご
（
阻
五
Ｉ
四
六
頁
）
と
い
・
つ
も
め
可
中
國
の
経

済
此
會
’
に
あ
つ
て
現
賞
化
す
ゐ
と
き
種
々
な
る
祀
會
的
経
済
的
現
象
を

涙
生
す
る
の
で
あ
っ
て
、
「
幇
≒
の
思
想
、
銭
荘
喪
本
の
「
底
力
」
も

そ
の
現
わ
れ
に
他
な
ら
な
Ｉ
装
荘
資
本
の
特
徴
的
だ
姿
態
で
あ
る

「
對
人
信
用
の
無
限
責
任
」
組
織
も
勿
論
こ
う
い
っ
た
聊
鮎
か
ら
説
明

か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
近
代
的
感
受
か
ら
は
ど
Ｉ

--３･|
-
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